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問い合わせ

秋田市建都400年記念事業
実行委員会事務局(企画調整課内)

tel(８６６)２０３２

平
安
時
代
中
期
の
歌
人
・
藤
原
公
任

き
ん
と
う

に
よ
り
選
ば

れ
た
三
十
六
歌
仙
。
そ
の
肖
像
と
和
歌
が
描
か
れ
た

絵
巻
の
中
で
も
最
高
傑
作
と
呼
ば
れ
る
「
佐
竹
本
」

の
「
柿
本
人
麿
」「
遍
照
」（
と
も
に
出
光

い
で
み
つ

美
術
館
蔵
・

東
京
都
）と
、
上
下
二
巻
の
模
写
本（
斎
宮

さ
い
く
う

歴
史
博
物

館
蔵
・
三
重
県
）を
特
別
展
示
し
ま
す
。

国
宝
級
と
言
わ
れ
る
そ
の
美
術
・
資
料
価
値
に
加

え
、
美
術
史
上
に
残
る
流
転
の
歴
史
を
持
つ
伝
説
の

美
術
品
を
こ
の
機
会
に
ぜ
ひ
ご
覧
く
だ
さ
い
。

千
秋
美
術
館

前
期
▼
10
月
22
日
(金)
〜
11
月
４
日
(木)

後
期
▼
11
月
19
日
(金)
〜
12
月
２
日
(木)

展
示
場
所

展
示
期
間

時
間：
午
前
10
時
〜
午
後
６
時
（
入
館
は
５
時
30
分
ま
で
）

一
般
400
円

高
・
大
学
生
250
円

中
学
生
以
下
無
料

観
覧
料

※
模
写
本
の
展
示
期
間
は
左
ペ
ー
ジ
を
ご
覧
く
だ
さ
い

秋田市の文化財展
３館同時開催

上
絵
牡
丹
文
秋
田
萬
古

急
須(

鈴
木
緑
園
作)

…
千
秋
美
術
館
蔵

一般400円
高・大学生250円
中学生以下無料

観
覧
料

一般200円
中学生以下無料

10月22日(金)から
11月14日(日)まで

前期

11月19日(金)から
12月12日(日)まで

後期

観
覧
料

時間：午前10時～午後６時

建都400年を記念し、市内に現
存する国・県・市指定の文化財を
下記の３館に展示します。
ぜひご覧ください。

千
秋
美
術
館tel (

８
３
６)

７
８
６
０

絵画、彫刻、工芸分野の
文化財などを展示。また、
秋田市出身の画家・土

つち

屋
や

秀
しゅう

禾
か

の三十六歌仙絵巻(斉藤
真造氏所蔵)も展示します。

旧
秋
田
銀
行
本
店
本
館

…
赤
れ
ん
が
郷
土
館

時間：午前９時30分～午後４時30分

赤
れ
ん
が
郷
土
館tel (

８
６
４)

６
８
５
１

国重要文化財の建造物や
民俗文化財を展示。

観
覧
料

一般100円 高校生50円
中学生以下無料

阿
古
陀

あ

こ

だ

形な
り

十
二

じ
ゅ
う
に

間け
ん

覆
輪

ふ
く
り
ん

筋す
じ

兜か
ぶ
と

…
佐
竹
史
料
館
蔵

時間：午前９時～午後４時30分

佐
竹
史
料
館tel (

８
３
２)

７
８
９
２ 藩政記録などの歴史資
料、甲冑

かっ ち ゅ う

、刀剣、古文書な
どを展示します。

建
都
四
百
年
記
念
「
秋
田
市
の
文
化
財
展
」
特
別
展
示

◆
か
き
の

も
と
の

ひ
　
と

ま
　
ろ

そ
　
う

じ
ょ
う

へ
　
ん

じ
ょ
う

◆

◆

さ

た
　
け

ぼ
　
ん

さ
　
ん

じ
ゅ
う

ろ
　
っ

か

せ
　
ん

え

ま
　
き



「
三
十
六
歌
仙
絵
巻
」
は
、
鎌
倉
時
代
中
期
の
作
で
、
日
本
最

古
の
歌
仙
図
と
言
わ
れ
て
い
ま
す
。

肖
像
画
は
似に

せ

絵え

の
名
手
と
し
て

名
高
い
藤
原
信
実

の
ぶ
ざ
ね

、
書
は
後ご

京
極

き
ょ
う
ご
く

良
経

よ
し
つ
ね

に
よ
る
も
の
。
京
都
下
鴨
神

社
に
伝
来
し
て
い
ま
し
た
が
、
江

戸
時
代
、
秋
田
藩
主
佐
竹
家
の
所

蔵
品
と
な
っ
た
こ
と
か
ら
「
佐
竹

本
」
と
呼
ば
れ
ま
し
た
。
佐
竹
家

所
有
の
時
期
は
五
代
義
峯

よ
し
み
ね

の
時

か
、
八
代
義
敦

よ
し
あ
つ(
曙
山)
の
時
と
い

う
説
な
ど
が
あ
り
ま
す
。

佐
竹
家
が
日
本
を
代
表
す
る
美

術
品
で
あ
る
「
三
十
六
歌
仙
絵
巻
」

を
所
有
す
る
こ
と
は
、
佐
竹
家
の

文
化
に
対
す
る
造
詣
の
深
さ
と
源
氏
の
名
門
と
し
て
の
格
の
高

さ
を
物
語
っ
て
い
ま
す
。

「
三
十
六
歌
仙
絵
巻
」
は
、
大
正
六
年
、
東
京
で
開
か
れ
た
佐

竹
家
所
蔵
品
の
入
札
会
で
、
三
十
五
万
三
千
円（
現
在
の
金
額

で
三
十
五
億
三
千
万
円
）と
い
う
高
額
で
落
札
さ
れ
、
日
本
美

術
史
上
空
前
の
出
来
事
と
し
て
美
術
界
を
騒
然
と
さ
せ
ま
し

た
。そ

の
後
、
あ
ま
り
に
も
貴
重
で
高
額
な
美
術
品
で
あ
る
こ
と

か
ら
、
個
人
で
の
所
有
は
困
難
と
な
り
、
一
歌
仙
ず
つ
切
り
離

さ
れ
、
財
界
の
著
名
人
ら
の
手
に
渡
る
こ
と
と
な
り
ま
し
た
。

こ
れ
が
歴
史
的
流
転
の
始
ま
り
で
す
。

ち
な
み
に
、
今
回
展
示
さ
れ
る
柿
本
人
麿
は
一
万
五
千
円(

現

在
の
金
額
で
一
億
五
千
万
円)

、
僧
正
遍
照
は
五
千
円(

五
千
万

円)

で
落
札
。
最
高
値
は
、
斎
宮

さ
い
ぐ
う
の

女
御

に
ょ
う
ご

の
四
万
円(

四
億
円)

で
、

小
野
小
町
は
二
番
目
の
三
万
円(

三
億
円)

で
し
た
。

●
国
指
定
重
要
文
化
財
「
柿
本
人
麿
」(

佐
竹
本)

●
絵
巻
模
写
本
上
巻
　

収
録
歌
人
…
柿
本

か
き
の
も
と
の

人
麿

ひ
と
ま
ろ

、
凡お

お
し

河こ
う

内ち
の

躬み

恒つ
ね

、
大お

お

伴と
も
の

家や
か

持も
ち

、

在
原

あ
り
わ
ら
の

業
平

な
り
ひ
ら

、
素そ

性せ
い

法ほ
う

師し

、
猿
丸

さ
る
ま
る

大だ

夫ゆ
う

、
藤ふ

じ

原わ
ら
の

兼
輔

か
ね
す
け

、
藤ふ

じ

原わ
ら
の

敦あ
つ

忠た
だ

、

源
公
忠
、
斎
宮

さ
い
ぐ
う
の

女
御

に
ょ
う
ご

、
源
宗
于
、
藤ふ

じ

原わ
ら
の

敏
行

と
し
ゆ
き

、
藤ふ

じ

原わ
ら
の

清
正

き
よ
た
だ

、

藤ふ
じ

原わ
ら
の

興お
き

風か
ぜ

、
坂
上

さ
か
の
う
え
の

是
則

こ
れ
の
り

、
小
大

こ
だ
い
の

君き
み

、
大お

お

中
臣

な
か
と
み
の

能
宣

よ
し
の
ぶ

、
平
兼
盛

柿
本
人
麿
…
七
世
紀
後
半
〜
八
世
紀
こ
ろ
に
活
躍
し
た
「
万
葉
集
」

を
代
表
す
る
歌
人
。
人
麻
呂
と
も
呼
ば
れ
ま
す
。

収
録
歌
人
…
紀き

の

貫
之

つ
ら
ゆ
き

、
伊
勢

い

せ

、
山
部

や
ま
べ
の

赤
人

あ
か
ひ
と

、
僧そ

う

正じ
ょ
う

遍へ
ん

照じ
ょ
う

、
紀き

の

友
則

と
も
の
り

、

小
野

お

の

の

小こ

町ま
ち

、
藤ふ

じ

原わ
ら
の

朝
忠

あ
さ
た
だ

、
藤ふ

じ

原わ
ら
の

高
光

た
か
み
つ

、
壬
生

み

ぶ

の

忠
岑

た
だ
み
ね

、
大お

お

中
臣

な
か
と
み
の

頼
基

よ
り
も
と

、

源
重
之
、
源
信
明
、
源
順
、
清
原

き
よ
は
ら
の

元
輔

も
と
す
け

、
藤ふ

じ

原わ
ら
の

元
真

も
と
ざ
ね

、
藤ふ

じ

原わ
ら
の

仲
文

な
か
ふ
み

、

壬
生

み

ぶ

の

忠た
だ

見み

、
中な

か

務つ
か
さ

僧
正
遍
照
…
桓
武
天
皇
の
孫
。
仁
明
天
皇
の
信
任
が
厚
か
っ
た
が
、

天
皇
の
崩
御
に
よ
り
出
家
し
、
天
台
宗
の
高
僧
と
な
る
。
好
男
子

で
「
小
野
小
町
」
と
の
歌
の
や
り
と
り
で
も
知
ら
れ
て
い
ま
す
。

前
期
展
示

後
期
展
示

35
億
円
で
流
転
始
ま
る

展
示
期
間
▼
10
月
22
日
(金)
〜
11
月
４
日
(木)

展
示
期
間
▼
11
月
19
日
(金)
〜
12
月
２
日
(木)

佐
竹
家
が
所
有
し
た
最
古
の
歌
仙
図

和
歌
…
ほ
の
ぼ
の
と
あ
か
し
の
浦
の
あ
さ
ぎ
り
に

島
が
く
れ
ゆ
く
舟
を
し
ぞ
お
も
ふ

展
示
期
間
▼
10
月
22
日
(金)
〜
11
月
14
日
(日)

和
歌
…
す
ゑ
の
露
も
と
の
し
づ
く
や
世
の
中
の

お
く
れ
先
だ
つ
た
め
し
な
る
ら
ん

展
示
期
間
▼
11
月
19
日
(金)
〜
12
月
12
日
(日)

僧正遍照

柿本人麿

模
写
本
…
当
時
の
古
筆
第
一
人
者
・
田
中
親
美
の
作
。
絵
巻
切
断
の

際
、
百
組
刷
ら
れ
、
歌
仙
図
の
持
ち
主
の
ほ
か
、
メ
ト
ロ
ポ
リ
タ

ン
美
術
館
、
ル
ー
ブ
ル
美
術
館
な
ど
に
寄
贈
さ
れ
ま
し
た
。

広報あきた　10月８日号03

佐竹本三十六歌仙絵巻模写本から「中務」

●
絵
巻
模
写
本
下
巻

●
国
指
定
重
要
文
化
財
「
僧
正
遍
照
」(

佐
竹
本)

み
な
も
と
の
し
げ
ゆ
き

み
な
も
と
の
さ
ね
あ
き
ら

み
な
も
と
の
し
た
ご
う

み
な
も
と
の
き
ん
た
だ

み
な
も
と
の
む
ね
ゆ
き

た
い
ら
の
か
ね
も
り
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